
デビューイヤーは12の公式
戦に出場し、7大会で入賞。年
間ポイントランキングは26位
という成績だった。
「今の自分のレベルで言った
らそんなに悪くはなかったと思
いますが、同期が2人（近藤菜
帆と石田万音）優勝しているの
で（苦笑）。それに比べたら自分
はまだまだ実力不足だな、と」
ひとケタ入賞はレディース新
人戦とちゃおちゃおボウリング
大会の2回で、いずれも4位。
とくに後者はランキングのトッ

プ3（中島瑞葵、坂本かや、石
田）と並んでＴＶ決勝まで勝ち
進んだもので、優れたポテン
シャルの証（あかし）といえるだ
ろう。
「ちゃおちゃおではラウンド
ロビン中にパーフェクトが出せ
たのもうれしかったです。あと
でプロ協会のホームページに
アップされた写真は素の状態で
大喜びしていて、自分で見て恥
ずかしくなりました（笑）」
ちゃおちゃお大会での好結果

を機に、さらに勢いづくかと思
われたが、以後は5大会中4大
会で予選落ちと、逆に失速して

生だ。プロ活動と学業の  二刀
流″を選択した理由は何なのだ
ろうか。
「英語を学びたくて英語科に
通っています。海外の試合にも
出たいので、少しでも英語を話
せるようになりたいと思って」
その海外遠征が早くも今夏に

実現する。8月に米国ミシガン
州のデトロイトで、PWBÄの
公式戦3試合に出場することに
なったのだ。
「宮城鈴菜プロ（42期）に『ア
メリカに行ったらボウリングの
見方が変わるよ』とお誘いいた
だいて、岩見彩乃プロ（48期）
と3人で行ってきます」
目指すは“世界標準”のプロボ
ウラー。初の海外遠征でどんな
収穫を得て帰ってくるか、今か
ら楽しみだ。
「たくさん経験を積んで、い
ずれは“一番”になりたいです。
私はけっこう曲げるタイプ。実
際の試合では、あえて回転をか
けないで曲がりを抑えないと勝
てない場面もあったりするけ
ど、自分本来のボウリングで勝
ちたい。いま教わっている遠藤
誠プロ（47期）にもそう言われ
ています」
今季初戦の関西オープン（2

面参照）は8位フィニッシュ。
昨年、同じ会場のボウルア

ロー松原店で行われた大岡産
業レディースでは初の予選落ち
（総合41位）をして、戦前は「苦
手意識がある」と話していただ
けに上々の成績といえるが、優
勝者がまたしても同期の石田と
あっては、気分も複雑だろう。
「万音ちゃんはアマチュア時
代から『すごいな』と思って見て
いた選手。置いて行かれないよ
うに、練習あるのみで頑張りま
す！」
取材協力：相模原パークレーン
ズ／川越ボウリングセンター

しまう。
「いま考えると、けっこう投
げ方が崩れていたと思います。
毎回試合の動画を見返すたびに
感じるのは、常に同じ投げ方が
できていないということ。普段
から課題を持って練習している
けれど、試合に行くと知らない
うちに悪いクセが出ちゃってい
る。シーズン後半は試合間隔が
詰まっていたこともあって、ズ
ルズル悪い状態を引きずってし
まいました」
彼女のボウリングの特長は、

自他ともに認めるボールスピー
ドの速さと回転数。前出のトッ
プ3とほぼ同タイプだが、年間
アベレージは現状9～11点の
開きがある。
「自分に足りないのは安定感。
再現性の向上がいちばんの課
題だと思っています。今、投げ
方自体はとてもいい状態です
が、それを繰り返しできるかと
いったらできていないので」

金子は現在、地元短大の2年

▲好天の3月30日、春らしい装いでロ
ケ撮。ちなみに、オフタイムの楽しみ
は「大学の友だちとカラオケに行った
り、ボクシングや総合格闘技の試合を
生観戦すること」だそうだ（相模原パ
ークレーンズ近くの公園にて）

▲ボールスピードの速さと回転数が魅力の金子プロ（3月30日
撮影／カメラ：馬場高志）

▲左＝ちゃおちゃお～では決勝ラウンドロビン9Ｇ目に初の公認パーフェクトを
達成して歓喜爆発（©JPBA）右＝4位決定戦では238のハイスコアをマークする
も、対戦相手の坂本に268を打たれて悔しい敗退（23年10月7日、品川プリンスホ
テルBC）

Ｃｌｏｓｅ-ｕｐ　Ｉｎｔｅｒｖｉｅｗ（４月号　表紙の顔）

USBCマスターズとPBA
ワールドシリーズに挑戦する
ため、藤井信人プロ、高田浩規
プロ、藤村隆史プロ、そしてこ
の遠征をサポートしてくださ
るITカンファー（株）の鈴木義経
社長とともに、3月21日夕方
に成田空港を出発し、現地時間
21日正午ごろにロサンゼルス

に到着。空港の入国審査にて、
別便で来ていた川添奨太プロ
と奥様にばったり会いました
が、一旦空港で別れ、われわれ
はロサンゼルスに一泊後、川添
プロ夫妻はその足で、それぞ
れ車でUSBCマスターズの会
場であるラスベガスを目指し
ました。22日、ロサンゼルス

人では最上位）でした。
午後になるとレーンコン

ディションが発表され、いよい
よ公式練習が始まりました。今
回はA、B、Cの3シフトで行わ
れますが、私だけがAシフト
で、あとの4人はBシフト。公
式練習もそれぞれのシフトで
行われます。少し長めで難易
度の非常に高いコンディション
でしたが、本戦も頑張りたいと
思います。その結果について
は、次号で報告します。
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▲PBA所有の巨大なトラック。1台には各メーカーのボール、もう1台にはドリルマシンが搭載
されている

▲今回一緒に参戦する日本選手らと

ろ、チームUSAのエースだっ
たボウラーで、旧知の仲です。
24日は公式練習。ですがそ
の前にスイーパーという賞金
大会があり、日本人選手全員が
参加しました。レーンコンディ
ションはUSBCマスターズの
ものではなく、過去の世界選手
権か何かのパターン。私の成
績は4ゲームで848点、賞金
まであとわずかの40位（日本
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からラスベガスに移動。
川添プロ夫妻と再び合流
し、ストーム社のロバー
ト・ドン副社長に夕食会
（激励会？）を開いていた
だきました。
23日は会場にて非公
式練習。ストームのテク
ニカルスタッフが予約し
てくれていたレーンで
コーチングを受けながら、
1時間ほど汗を流し、その後あ
ちらで用意してくれていた

ボールをドリルする
ために、デビッド・
ヘインズボウリング
サ プ ラ イ（ プ ロ
ショップ）を訪ねま
した。オーナーのデ
ビッド・ヘインズ氏
は、私が世界選手権
に出場していたこ

●4月26日
大阪・ＷＡＶＥ34

●4月27日
大阪・ボウルアロー松原店

●4月28・29日
大阪・ボウルアロー八尾店

●5月3日
埼玉・ジョイナスボウル加須

●5月4日
神奈川・大磯プリンスホテルBC

●5月5・6日
神奈川・相模原パークレーンズ

金子プロと一緒に投げよう！
近日開催のチャレンジマッチ

金子 萌夏

デビュー2年目の現役女子大生プロ・
金子萌夏。2年前の高校3年時、プロ
入りを前提に地元の栃木ではない神奈
川の相模原パークレーンズ（中里則彦
社長）が異例の“先物買い”で専属契約
を結んだ逸材だ。その期待通り、昨年
は石田万音に次ぐ実技2位でプロテス
トに一発合格し、勇躍プロのアプロー
チに立った――。
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「自分本来のボウリングで勝ちたい」

課題は再現性の向上

今夏には初の海外遠征も
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